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◎表門御修復工事起工式（7月 24日） 

7 月 24 日（月）午後 2 時から表門（山門）前にて宗祖

親鸞聖人七百五十回御遠忌法要特別記念事業姫路船場別

院本徳寺御修復奉告式典表門起工式法要を執り行いまし

た。法要の後、神田組による御修復始の儀が執り行われ、

教区同朋会館（姫路）講堂に移動し、加藤輪番、尾瀬設計

士、神田組、湯朝御遠忌委員会委員長の挨拶がありまし

た。

◎第 3回 宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌委員会開催（7月 24日） 

起工式に引き続き、教区同朋会館（姫路）講堂にて第 3 回姫路船場別院本徳寺宗祖親鸞聖人七百

五十回御遠忌委員会を開催しました。 

委員会では、加藤真樹輪番、湯朝岳明御遠忌委員会委員長の挨拶の後、事務局より 6 月 21 日に

実施された表門（山門）御修復工事の入札結果について、入札価格 1 億 2400 万円で「株式会社神

田組」が落札し決定したことを報告しました。 

次に、表門御修復工事の日程について尾瀬設計士より説明の後、事務局より御修復工事特別懇志

と一般懇志の収納状況について報告がありました。募財期間が残り 3 ヵ年度となるなか、御修復懇

志の全寺院完納に向けて引き続き募財奨励を行うとともに、崇敬各組において未収納寺院への具体

的な働きかけを行っていただくことが確認されました。 
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◎表門（山門）破損状況及び御修復の様子 

現在、表門の周囲を仮囲いし、御

修復に向けた準備をすすめていま

す。今年度は、素屋根を立てて山門

を覆い、瓦降ろし、野地板撤去、揚

屋、軸組解体と工程が進んでいきま

す。また表門御修復と並行して、袖

塀の解体工事も実施いたします。

2025 年 5 月の工事完成までの期間

中、表門は終日閉門しておりますの

で、駐車場入り口よりご参拝くださ

い。ご迷惑をおかけいたしますが、

よろしくお願いいたします。 
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